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第４３回 江東区都市景観審議会 

平成２７年７月７日 

 

 

【吉川都市整備部長】  皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、始めさせていた

だきたいと思います。私は、都市整備部長の吉川でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 それでは、ただいまから第４３回江東区都市景観審議会を開催いたします。本日は、新

たな任期によります初めての審議会でございます。このため、本日の開催案内状につきま

しては、会長名でお送りすべきところでございますけれども、会長選出が行われておりま

せんので、区長名で送らせていただいておりますので、ご了承願いたいと思います。 

 委員の皆様方の委嘱状につきましては、後ほど区長より皆様に、手渡しにて交付させて

いただきます。また、本審議会は条例で定められてございます。参考として「江東区都市

景観条例」を席上に配付させていただきましたので、後ほどごらんいただきたいと思いま

す。 

 本日は、小野委員より欠席の連絡をいただいております。また、中村委員につきまして

は、ちょっとおくれているようでございますので、後ほどまたお見えになるかと思います。 

 次に、傍聴についてご報告させていただきます。本日は傍聴されている方につきまして

は１名でございます。 

 それでは、区長挨拶の前に、これより委嘱状交付を行います。お名前を呼ばれた方につ

きましては、恐れ入りますが、起立していただいて区長の前にお進みいただき、委嘱状を

お受け取りいただきたいと思います。 

 島田正文委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、島田正文殿。江東区都市景観審議会委員を委嘱します。平成２

７年７月１日、江東区長山﨑。どうぞよろしくお願いします。 

【島田委員】  かしこまりました。 

【吉川都市整備部長】  志村秀明委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、志村秀明殿。以下同文でございます。よろしくお願いします。 

【志村委員】  はい、ありがとうございます。 

【吉川都市整備部長】  藤島祥枝委員。 
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【山﨑区長】  委嘱状、藤島祥枝殿。以下同文でございます。よろしくお願いします。 

【藤島委員】  はい、よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  山本茂義委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、山本茂義殿。以下同文でございます。よろしくお願いします。 

【山本委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  石井ちはる委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、石井ちはる殿。以下同文でございます。どうぞよろしくお願い

します。 

【石井委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  坂本司委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、坂本司殿。以下同文でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

【坂本委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  そえや良夫委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、そえや良夫殿。以下同文でございます。どうぞよろしくお願い

します。 

【そえや委員】  はい。 

【吉川都市整備部長】  釼先美彦委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、釼先美彦殿。以下同文でございます。よろしくお願いします。 

【釼先委員】  ありがとうございます。 

【吉川都市整備部長】  石島龍治委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、石島龍治殿。以下同文でございます。よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  糸久ひさえ委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、糸久ひさえ殿。以下同文でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

【糸久委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  金成秀幸委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、金成秀幸殿。以下同文でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

【金成委員】  ありがとうございます。 
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【吉川都市整備部長】  鎌田佳代子委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、鎌田佳代子殿。以下同文でございます。どうぞよろしくお願い

します。 

【鎌田委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  青山登起雄委員。 

【山﨑区長】  委嘱状、青山登起雄殿。以下同文になっています。どうぞよろしくお願

いします。 

【青山委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  ありがとうございました。続きまして、山﨑区長よりご挨拶申

し上げます。 

【山﨑区長】  区長の山﨑でございます。今日は江東区都市景観審議会にご出席を賜り

まして、まことにありがとうございます。また、審議会の委員をお引き受け賜りまして、

ありがとうございます。公募委員の方お二方、大変立派なご意見を出していただきました。

ありがとうございます。この審議会は、引き続き前からお務めいただいている委員さんも

いらっしゃいますが、この審議会の２年間、一つ皆さんのお力で、江東区のよい景観をつ

くれるように、ぜひご協力をいただきたいと思います。 

 江東区のまちづくりについては、我々も行政としていろいろとその責任を果たしたつも

りでございますが、まだまだ十分ではございません。江東区の基本構想は、「みんなでつく

る伝統、未来水彩都市・江東」と、「みんなでつくる」という言葉が入っています。これは、

行政だけではいいまちはできない、区民の皆さん、さまざまな方々のお知恵をかりて、み

んなで力を合わせてやっていこう、そういう考え方でございます。 

 特に都市景観につきましても、私は、私見を少し述べさせていただきますと、区民と一

緒にまちづくりをして、景観をしっかりといいものにつくり上げて、それを次の世代に残

していくことが、区民の皆さんから、地域を愛する気持ち、そしてコミュニティーを大切

にする、そういった気持ちが生まれてくるんだろうと思います。 

 ２点目は、江東区でＣＩＧ構想、シティー・イン・ザ・グリーン、緑の中の都市づくり、

これを進めております。幸い江東区には、川、水辺がいっぱいございまして、この水辺を

生かしたまちづくりというものを進めると同時に、緑を増やして、緑と水、これをしっか

りとした江東区の特徴として残していきたいと思っています。 

 ３点目はオリンピック・パラリンピックがございます。このオリンピック・パラリンピ
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ックで競技場も幾つもできますし、さまざまな施設のみならず、環境についても考えてい

かなければなりません。このオリンピック・パラリンピックについては、やはりまちづく

りについても、東京都や国や、あるいは民間事業者と連携をして、いいものを、せっかく

のオリンピックですから、次の世代に残せるように、オリンピックを活用しながら、いい

まちづくりを進めていきたいと考えております。 

 そして４点目ですが、私ども区がいろいろと事業を進めておるわけですが、皆さんと一

緒につくると冒頭申し上げたように、区民と区の協働ということで、ぜひこの考え方、都

市景観に対する考え方を、ただ住民が住んでいる、生活しているだけではなくて、住民の

方々が日ごろから意識をしてもらいたい。それにはどうしたらいいかということは、なか

なかこれは難しい問題ですけれども、シティー・イン・ザ・グリーンもそうです、オリン

ピックもそうです、みんなでつくるもそうなんですが、区民の方々に、きれいなまち、い

いまちをつくって次の世代に残すにはどうしたらいいだろう、そうした考え方を、この審

議会の皆さんにも知恵をかりたいと思っております。 

 江東区は人口も５０万人を超えたばかりでございますし、そしてまだまだこの人口は増

え続けるでしょう。これから１０年先も人口は増えるという計画でおりますが、そうした

方々が、多くの方々が江東区に行ってみたい、暮らしてみたい、訪れてみたい、こういう

思いをぜひ持っていただくと同時に、２３区の中で、ご存じのように江東区ほど水辺と緑

の豊かなところはございません。これを区の財産としてしっかり残していく、これはほん

とうに大切なことだろうと思っていまして、水辺の多い江東区のこの特徴を生かした景観

というものを、ぜひ考えていただきたいと思います。 

 ちょっとほかの国の悪口になっては申し訳ないんですが、ある国に行きまして町なかを

歩いていて一番私が気になったのは、広告ですね。その国の広告は、建物の壁面全部を使

って、黄色や赤や緑や、まあ、どぎつい色での看板がたくさんあります。最近、日本でも

それが少しはやってきまして、あまり言うとまずいのかな、クリーニング屋さんのチェー

ン店ですかね。これは建物の正面や壁面を、側面をベニヤ板で全部囲って、そこにどぎつ

い色で大きな「クリーニング」という看板を書いています。私はこういう広告のあり方っ

てどうかなと思うんです。見ていてみんなが、商売やる人は目立ってお客さんが来ればい

いんだろうけれども、通りがかりの人、町を歩く人たちが見ていて異色に感じるんですね。

こういったことについては、私はもっとみんなでお互いに考え合わなければいけないと思

っております。 
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 そんな個人的な感じ方もあります。それは私の考えですから、私の考えが正しいかどう

かは別ですが、皆さんもいろいろな町を歩いていて、江東区を歩いていて緑が多くていい

ねと言う方もいらっしゃるし、また、商店街が雑多だねと言う人もいます。ぜひそうした

点では皆さんのご意見を聞きながら、江東区の景観をいかに高めるかということでは、ぜ

ひ、この審議会は重要な会議でございますので、皆様方のご尽力を賜りたいと思います。 

 そして今すぐに景観が急に良くなるはずではありません。しかし景観を壊すことは簡単

です。そのようにならないように、そしてそれが次の世代の、若いこれから生まれてくる

子供たちに対しても、しっかりとしたものを残していってあげたいとも考えておりますの

で、ぜひ一つ皆様のご協力をお願い申し上げて、ご挨拶とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  ありがとうございました。ここで山﨑区長は、ほかの公務のた

め退席とさせていただきます。山﨑区長、ありがとうございました。 

【山﨑区長】  はい。それでは、よろしくどうぞお願いいたします。 

（山﨑区長退室） 

【吉川都市整備部長】  次に次第３、委員及び幹事の紹介でございます。お手元にござ

います委員及び幹事の名簿に従いまして、ご紹介させていただきます。 

 まずは審議会委員でございますが、学識経験者といたしまして、島田正文委員でござい

ます。 

【島田委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  中村浩紹委員につきましては、後ほどまた、お見えになってか

らご紹介いたします。 

 志村秀明委員でございます。 

【志村委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  藤島祥枝委員でございます。 

【藤島委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  山本茂義委員でございます。 

【山本委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  石井ちはる委員でございます。 

【石井委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  坂本司委員でございます。 
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【坂本委員】  どうぞよろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  なお、先ほどご案内いたしましたけれども、小野良平委員につ

きましては、本日ご欠席でございます。 

 次に、江東区議会から議会を代表いたしまして、そえや良夫委員でございます。 

【そえや委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  釼先美彦委員でございます。 

【釼先委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  区民委員でございまして、石島龍治委員でございます。 

【石島委員】  石島です。よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  糸久ひさえ委員でございます。 

【糸久委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  金成秀幸委員でございます。 

【金成委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  鎌田佳代子委員でございます。 

【鎌田委員】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  青山登起雄委員でございます。 

【青山委員】  よろしくお願いします。 

【吉川都市整備部長】  次に、幹事をご紹介させていただきます。 

 大井哲爾副区長でございます。 

【大井副区長】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  押田文子政策経営部長でございます。 

【押田政策経営部長】  押田でございます。よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  谷口昭生地域振興部長でございます。 

【谷口地域振興部長】  谷口です。よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  長島英明環境清掃部長でございます。 

【長島環境清掃部長】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  私、都市整備部長の吉川でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 並木雅登土木部長でございます。 

【並木土木部長】  よろしくお願いいたします。 
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【吉川都市整備部長】  髙垣克好都市計画課長でございます。 

【髙垣都市計画課長】  よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  以上で、委員及び幹事のご紹介を終わらせていただきます。 

 それでは改めまして、本審議会でございますが、委員の過半数の方が出席されておりま

すので、本審議会につきましては定足数に達してございますことをご報告させていただき

ます。 

 次に次第の４、会長・副会長の選出でございます。本日は任期満了に伴います初の審議

会でございますので、会長及び副会長の選出をする必要がございます。江東区都市景観条

例施行規則第２８条第２項の規定によりますと、「会長及び副会長は、委員の互選による。」

ということでございますけれども、これまで会長、副会長を務められてきました島田委員

と中村委員に、引き続きお願いしたいと思ってございますけれども、いかがでございまし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【吉川都市整備部長】  ありがとうございます。それでは、ご異議ございませんようで

すので、島田正文委員に会長、中村浩紹委員に副会長をお願いしたいと存じます。 

 それでは、島田委員、会長席のほうにお着きいただきたいと思います。これからの議事

につきましては、進行をよろしくお願いいたします。 

【島田会長】  それでは改めまして、ただいま会長に選出されました島田でございます。

審議会の運営につきましては、各委員の皆様の協力を得て円滑に進めさせていただきたい

と考えております。何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは早速ではございますが、次第に沿って、この後も進めさせていただきたいと思

います。５番目でございます。「都市景観専門委員会で審議した大規模建築物について」と

いうことで、事務局のほうからご報告をお願いします。 

【髙垣都市計画課長】  都市計画課長の髙垣でございます。よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、配付させていただきました資料の確認をさせていただきます。先ほどもご

らんいただきました資料１の委員・幹事名簿、次に資料２、資料３、「都市景観専門委員会

で審議した大規模建築物について」でございます。以上でございますが、不足等ございま

せんでしょうか。もし不足ございましたら、事務局までお申しつけください。 

 それでは、都市景観専門委員会で審議した大規模建築物について、ご報告いたします。

よろしくお願いいたします。 



 -8-

 まず、お手元の資料２、３をごらん願います。資料２の「都市景観専門委員会で審議し

た大規模建築物等について」をごらんいただきたいと存じます。ご報告する物件は、学識

経験者で構成してございます都市景観専門委員会で審議し、委員の皆様の意見を反映した

計画で区に届け出がなされたものでございます。地図上にお示ししているのは９物件でご

ざいますが、その中で延べ床面積１万平方メートルを超える特に大規模な４物件、今、色

がついている部分でございますけれども、４物件について、スクリーンで説明を加えさせ

ていただきます。 

 それではスクリーンをごらんください。配付させていただきました資料では、３－１の

資料になります。件名は「豊洲新市場冷蔵庫」でございます。案内図でございますが、豊

洲６丁目６番、敷地面積約５,２２０平方メートルに倉庫を建築する計画でございます。 

 現況の写真でございます。左の写真は、敷地東側の南北に通っている道路沿いから敷地

を見ております。右の写真は、敷地北東にある交差点から敷地を見ております。審議内容

の主な部分としましては、外観デザインや屋上の機械設備の見え方について、屋上緑化に

ついては多様な植栽となるように求めることなどの意見が述べられてございます。 

 こちらは完成予想図になっております。建築面積が約４,０５７平方メートルの倉庫の計

画で、専門委員会の意見を踏まえて届け出がなされてございます。 

 変更前と変更後の屋上の植栽図面です。専門委員会での屋上設備が隠れるような植栽を

求めますという意見に対して、屋上部分の形状を変更するとともに、屋上設備などを可能

な限り隠れるように植栽が変更されてございます。 

 変更前と変更後の立面図になっております。専門委員会でのご意見、壁面が長大に感じ

られるため、デザインや壁面緑化などで変化が出るように求めますというご意見をいただ

いておりまして、赤の丸で囲ってあるところがそうですが、屋上のパラペット部壁面に緑

化を追加して、デザインに変化を加えております。 

 続きまして、資料では３－６になりますが、「（仮称）岡谷塩浜整備センター」でござい

ます。案内図でございますが、塩浜２丁目４番、敷地面積約５,４９１平方メートルに、自

動車修理工場及び自走式の立体駐車場を建築する計画でございます。 

 現況写真でございますが、既存の倉庫兼事務所が建っているところでございます。写真

は、敷地西側を南北に通っている道路から見ている絵図になっております。審議内容の主

な部分は、外壁及びフェンスの色彩、排気ダクトの配置、植栽などについて意見が述べら

れてございます。 
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 こちらは完成予想図です。建築面積が約３,２９８平方メートルの計画で、専門委員会の

意見を踏まえて届け出がなされております。 

 変更前と変更後の立面図になっております。専門委員会で排気ダクトの配置について、

敷地西側の道路から見て、もう少し奥に配置するように求めるという意見が出されたとこ

ろに対して、ダクトの一部、一番向かって左側の部分になろうかと思いますが、一部を外

壁面に露出することをやめて、残りのダクトを奥に配置したという改善がなされておりま

す。 

 また、専門委員会で、敷地西側の緑地については５メートルの高木が１本だけなので、

ポイントとなる何カ所かに５メートル以上の高木を植栽するように求めたところ、この図

では赤で着色した部分でございますけれども、５メートルの高木を４本追加してございま

す。 

 続きまして、資料３－７をごらん願います。件名は「豊洲プロジェクト」でございます。

案内図ですが、東雲１丁目、敷地面積約２,７３９平方メートルに、共同住宅を建築する計

画でございます。 

 現況写真は、東側道路を背に敷地の西側を見ている図、これが左側です。右側の写真は、

敷地東側を南北に通っている道路沿いを南西方向に見ている図になってございます。審議

内容としては、地上、屋上、ベランダ緑化などについてのご意見をいただいてございます。 

 こちらが完成予想図です。建築面積が約９５５平方メートルの計画で、専門委員会の意

見を踏まえて、さまざまな改善をしていただいております。 

 専門委員会において、屋上緑化について、セダムではなく在来種の低木や地被類、芝な

どにするように求めたところ、屋上テラスの周りにカルミアなどの低木を植栽していただ

くようになりました。 

 また、敷地西側の隣地境界のフェンスについて、生垣を植栽できないか検討してくださ

いというご意見が出ましたので、緑化できる部分は生垣として、それ以外は緑化ブロック、

地被類などで緑化を行うことということで変更をしていただいております。 

 次の物件でございます。資料では３－８になります。件名は「（仮称）第６街区冷蔵庫棟」

でございます。案内図でございますが、豊洲６丁目５番地、これも豊洲新市場の物件でご

ざいます。敷地面積が１３万１,７９３平方メートル、そこに倉庫を建築する計画となって

おります。１件目で紹介した新市場冷蔵庫の隣の街区となっております。 

 現況写真は、左の写真は敷地を南西角から見た絵、右の写真は敷地北側通路から豊洲大
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橋を見てございます。審議内容としては、屋上緑化、外壁のデザインなどについてご意見

をいただいております。 

 こちらが完成予想図です。敷地面積が約３,５４４平方メートルの計画で、こちらも意見

を踏まえて変更した内容で届け出を出されております。 

 変更後の屋上の植栽図面です。こちらはセダム以外を植栽するご意見をいただいたとこ

ろ、日本在来種の常緑キリンソウ、タイトゴメ、マツバギクの３種を使用するという計画

に変更していただいてございます。 

 物件の紹介は以上でございますが、このように専門委員会において、さまざまな意見ま

たはアドバイスをいただいて、事業者さんのほうでいろいろと変更を加えて届け出を出し

ていただいております。 

 報告は以上でございます。 

【島田会長】  どうもありがとうございました。それでは、ただいま報告をお聞きにな

られたと思いますが、ご不明な点ございましたら、ご発言いただきたいと思います。 

 はい、どうぞ。 

【委員】  何点か伺いたいんですが、まず資料の３－２です。ここからだけではわから

ないんですが、スポーツ練習場となっていて、この中にゴルフレンジという単語が出てく

るんです。意見の（７）のところに、「ゴルフレンジの上の機械設備については」とあるん

ですが、ここはゴルフの打ちっ放しみたいな練習場がくっついているのかどうか、まずそ

れを１点教えていただきたい。 

 それから３－５の、佐賀２丁目の賃貸住宅でしょうか。これはワンルームかファミリー

なのか、それが１点と。 

 それから回答の中で、入居者にベランダの緑化を取りつけることを求めることは難しい

ということがあるんですが、これは賃貸だとすると、ここに求める屋上緑化の管理が最終

的にどうなるのかというのがあるんです。せっかく意見つけて屋上緑化はしたけれども、

後の管理がうまくいかなくてということになると、これまたどういうことになるのかなと

いうことで、そこらのところを、要するに事後のチェック、どういうふうになるのかとい

うところです。 

 あと、３－６のところでは、意見として（５）のところ、岡谷の塩浜２丁目の自動車修

理工場ができるところです。ここの括弧のところで、夜間照明についての意見というか質

問があるんですけれども、回答のほうには「別図」とあるんですが、この「別図」がわか
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らないです。どこに、どんなふうなことになっているのか。 

 それからあと、珍しい意見で、従業員が憩えるようなベンチをつくれというのがあるん

ですが、この意見がついた、ちょっとそこの考え方について教えていただければというこ

とです。 

 あと、３－９の、佐賀の１の７の共同住宅ですが、これは多分、感じとして小さいので

ワンルームか何かになるのかなという気がするんですが、ほかのやつは大体の場所、住宅

地図で探してみると大体当たりがついたんです。これだけはわからないんです。両方、す

ぐ隣にも駐車場みたいなのがあって、非常にわかりにくかったんです。ただ、周りには戸

建ての住宅のようなものもあって、それでこれは高さが何階でしたか、１０階ですか。そ

うすると、景観だけじゃなく相隣関係というか、そういう問題が起きたときの対応も含め

て、我々、慎重な対応が求められるんじゃないかなと思っているんです。これはお知らせ

看板だとかそういうものの設置の状況、それから近隣との関係、何か意見があるのかない

のか、その辺、若干景観とは直接は離れるんですけれども、時として事業者の説明会のと

きに、いや、区とは話し合いついていますからみたいなことを言われて、それがこの景観

の問題だったりするんです。そんなことがあるものですから、そこのところを聞かせてい

ただければと思います。 

 以上です。 

【髙垣都市計画課長】  順番にお答えしていきたいと思います。まず３－２のほうでご

ざいます。こちらはゴルフレンジということで伺ってはいるんですけれども、景観の専門

委員会のところで、具体的な中身のつくり込みまでは審議対象外ということで、事業者さ

んがどのような使い方するかとか、そういうところまでは把握していないところが１点ご

ざいます。ゴルフの練習場といってもいろいろな形があろうかと思うので、そこまでは申

しわけございません、把握していないというところです。 

 次の資料の３－５というところも、これはワンルームなのかということですが、これも

今、資料、詳しい建築図面おつけしていないのであれですけれども、これも先ほどの２と

同じで、中身のつくり込み、使い方までは審議の対象としていないというところでござい

ます。 

 もう１点、屋上緑化、これはせっかくつくったのに管理がうまくいかなかったらどうす

るのかというご指摘ですけれども、基本的に私どものほうでは、町の景観をよくしていく

ということで、つくってくださいということは指導してまいります。それも専門の方々で、
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なるべく維持管理のしやすいものという視点も踏まえつつ指導をしていただいております。

ただ、生き物でございますので、人が手をかけないでそのままにしておくと、なかなかう

まくいかないという物件もあるんですけれども、こちらのほうは区全体のＣＩＧというか、

緑を増やそうという施策全体の課題ということでございまして、緑に対する意識を増やし

ていくということで、ＣＩＧの担当とも一緒になって、その辺は住民の方々の緑に対する

意識を高めていくことで対応していきたいと思ってございます。 

 次の３－６でございます。こちらの夜間照明ですが、この補足資料のＡのところに照明

器具というのが出ておると思うんですが、これが一つかなと思っております。あと、従業

員が憩えるようなベンチの設置ということですが、これは当然、従業員が憩うということ

で、その人たちのためというのもございますけれども、緑の中で人々が休息している、憩

っているというそれ自体が地元の風景の一つと、人々が憩う姿も景観の一つということで

考えられているのかと思っております。 

 最後の３－９でございます。こちらも、ワンルームなのかというところは詳しく把握は

してございません。あと、周りが住宅なのに高さが高いんじゃないかということでござい

ますけれども、基本的には建築基準法を遵守して諸法令を遵守したものを、我々、景観専

門委員会のほうで審議していただいているということで理解しております。相隣関係とい

うのは法律を守っていても起こり得るということですが、こちらはお知らせ看板のほうは

もう既に出ておりまして、今のところ苦情というものは出てきていないということを所管

課からは伺っています。 

 以上、簡単ではございますけれども回答をさせていただきます。 

【委員】  景観のことなので、どういうつくり込みか、そういうことはわからないとい

うことですが、わからないから仮の話ですが、仮にゴルフの打ちっ放しみたいなのがあれ

ば、それはそれとして景観の一部だろうと思うんです。もしそういうのがあって、音が耳

ざわりになってくれば、ほんとうに目ざわりな景観物というか、そんなことにもなりかね

ない。そういう意味では、ぜひそういうことも含めてやってほしいと。というのは、従業

員が緑の中で憩えるところが景観であれば、当然、ゴルフの打ちっ放しみたいなこれは、

もっと重要な意味を持ってくると思うんです。だからそういう意味ではきちっとやってほ

しいと思います。 

 それから緑の維持管理、今後の課題だということではありますけれども、それから住民

の皆さんとということですが、小さなワンルームみたいなところだと、特に屋上なんかだ
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と、まず住民の皆さんといっても、それは全体の管理部分ではできないと思うんですよね。

そういう意味では、管理会社にどういう形で義務づけるのか、そこもきちっと、今後の課

題といいますけれども、きちっと位置づけるようなことをやらないと、せっかく専門委員

の皆さんが頑張っていただいても、なかなか後々まで生きてこないことになるので、ぜひ

それは対応の仕方は確立をしてほしいと思います。 

 それからあと、全体ですけれども、今、そこのスクリーンに映してもらうと、比較的図

がでかいのでわかりやすいんですが、ここにつけていただいた資料、正直言って何が書い

てあるかわからない。それなりの大きさがあっても、字が薄かったり、線が薄かったり、

字が読めないところもいっぱいあるんです。せっかく皆さんがここにお集まりいただいて

審議するわけですから、紙の都合なのかどうなのかよくわかりませんけれども、せめて資

料は、きちっと読める、きちっと見えるやつをつけてほしいと思います。 

 例えば３－３の２枚目、後ろに入口の写真と、それから上の段には図がついていて、多

分いろいろ、ここをこう直しましたとかということが記載してあるんだと思うんですが、

これはほとんど読めませんよ。字が小さいのと薄いのと。私も目が上がってきているので、

随分虫眼鏡なんかも使って見たりしたんですが、それでも見えないんです。せっかくの資

料ですから、きちっと見える、わかりやすい資料を次回以降つけてもらいたいと思います。

その改善方、この辺も含めていかがでしょう。 

【髙垣都市計画課長】  まず、資料のほうが見づらいという点については、申しわけご

ざいません。基本的には事業者さんから出していただいた資料をもとにつくっているんで

すが、それをそのまま使ってしまうと部数が多くなってしまって見づらいのかなというと

ころでまとめてしまったもので、少し見づらくなってしまったのは申しわけないと思って

います。今後、改善したいとは思っております。 

 それと、先ほどの耳ざわりになれば目ざわりになってしまうだろうというご意見なんで

すけれども、基本的にこの建物は、通常のメッシュフェンスだけに囲まれた打ちっ放しと

いうことではなく、建物の中ということなので、これはそのままゴルフを打っているとこ

ろが見えるわけではないかと考えています。音のほうもフェンスで筒抜けというわけでは

ないので、その辺はそこまではいかないのかなということで認識してございます。五感で

すので、耳から迷惑なものが入れば目のほうも嫌な思いをするというのは、この辺はいろ

いろなご意見あるかと思うので、私のほうでそのまま回答するようなものではないのかな

と認識してございます。 
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 あと、緑の管理ですけれども、ワンルームイコールいいかげんだとか、ワンルームイコ

ール１人で住んでいる人はみんなだめだとか、そういう考えはちょっと私、違うのかなと

思っていて、一人暮らしだって緑が好きできちんと手入れする方はいらっしゃるでしょう

し、そうじゃない方もいるんでしょうということで、管理会社さんがきちんとやってくだ

さるような物件はやはりいいとは思うんですが、委員おっしゃるように、それなりの維持

管理をしっかりやっていただくようなスキームを確立するということは大事かなとは思っ

ていますけれども、あまりワンルームだけに目くじら立ててということはしてはいけない

のかなというところで認識してございます。 

【委員】  誤解のある発言だったようで。別に私、ワンルームだからまずいというんじ

ゃないんです。要するに賃貸で管理会社ということになると、つい目が行き届かなくなっ

て管理が雑になっちゃうと、せっかくつくった緑が、後、生きてきませんよということな

んです。個人の所有物であれば、相当皆さん大事にしたり、いろいろやると思うんですが、

これだけから見ると、入居の人がフリーで屋上に上がって何かできるものともなかなか思

いにくい。小さければ小さいほどそういうことになると思うし、結局、管理会社がきちん

とやるかどうかというところになってくるんですよね。そこをちゃんとやってもらうため

には、何らかの規制なり、それから手続なりというのが、あるいは形なりとかつくってい

ないと雑になるでしょうということです。別にワンルームだろうがファミリーだろうが、

条件は一緒だと思います。そういうことで、そこは仕組みとしてきちっと区としてつくる

べきだということです。そこのところだけ、もし何かあれば答えてもらえますか。 

【髙垣都市計画課長】  すいません、ワンルームだけじゃないということで認識いたし

ました。ただし管理会社さんにはしっかり管理してもらいたいというものは、常々、私ど

もだけじゃなくて、ＣＩＧの緑化の担当の部署もしっかり言っていただいているところで

はございます。ただ、その仕組みづくりで何がしかで規制をかけるというところも一つの

手法だとは思いますけれども、まずは、きちんと管理している物件は価値が上がっていく

と。そうじゃない、いいかげんな緑化をしているところは下がっていくというような雰囲

気というか、町並みですね。いい建物は、誰が見てもいいのかなというところで、いきな

り規制というところにはいきたくないなと考えてございます。ただ、その規制は絶対やら

ないというわけではなくて、まずは規制の前にやれることをやっていきたいなということ

で考えてございます。 

 以上です。 
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【島田会長】  ありがとうございます。よろしいですか。 

【委員】  はい。 

【島田会長】  委員のおっしゃるとおり、せっかくやっても、それが持続されなければ

意味ないので、それはもう管理次第だと思います。おっしゃるとおりです。 

 ほか、いかがでしょうか。特段よろしいでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【委員】  今期より委員をやりますので、専門委員会で審議された経緯というのがわか

っておらないので、こういう発言になるのをお許しください。資料の３－２のところで、

専門委員会でのご意見では、屋上緑化がセダムではなく中低木や芝などの植栽を求められ

たと。そこで事業者の方の回答が、屋上緑化についてはセダムを変更できませんでしたと

いうご回答をいただいています。ほかのおおむねの回答には何らか理由を述べられていら

れるんですが、理由なくセダムを変更できませんでしたということですが、ここの行間に

何か理由があるのあれば、教えていただければと思います。 

【島田会長】  この件は私がお答えします。今、委員がおっしゃられたように、ほかの

ところでもセダム云々という意見を出してきました。実はセダムは非常に管理をしやすい

植物なんです。ただ、その一方で、ヒートアイランドを抑えるために屋上緑化するという

のはかなりやられるようになりましたが、セダムというのは気化熱とはあまり関係がない

ので、なので、太陽の輻射の熱を抑えるのにはいいんですが、通常の植物が蒸散作用で気

化熱を奪うというほうがより好ましいんですけど、セダムはそれはなかなかやってくれな

い植物なんです。 

 幾つかの例にございますように、セダムは確かに管理しやすくて屋上緑化に適している

んです。屋上緑化、屋上部というのは生育条件として非常に悪いところなので、セダムは

そういう意味では大変いいんですけれども、今申し上げたように、ヒートアイランド現象

の緩和なんかで言えば、通常の芝生とか低木、屋上ですからあまり高い木は植えられない

ので、そういう植物にしてくださいというお願いを何点か出してきておるんですけれども、

特に倉庫なんかは非常にセダムを使われる場合が多いんですけれども、本題の、委員がご

指摘のように、ここの案件だけ、３－２だけ、その理由が書いていないんですけど、これ

はもう定番の管理の問題で、これにしたいということで押し切られてしまったという状況

だったかのように記憶しています。ほかの専門委員の方、もしご記憶あればと思いますが。

よろしいでしょうか。 
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【委員】  ありがとうございました。 

【島田会長】  できるだけ今後も、緑化していただくのが大きな目的でありますので、

そこは事業者さんとやりとりの中で、努めてヒートアイランド現象の緩和に沿うように、

景観にもプラスになるように、お願いはしていくつもりでございます。よろしいでしょう

か。 

【委員】  はい、ありがとうございました。 

【島田会長】  ほかは。 

 はい、どうぞ。 

【委員】  すいません、豊洲市場にある２つの冷蔵庫、一番最初の資料３－１では、メ

ーカーが豊洲の水産物のほうにある株式会社ホウスイの冷蔵庫ということになっているん

ですけれども、北側にある６街区のほうの、資料で言うと３－８になりますけれども、メ

ーカーが書いていない。多分、冷蔵庫で新築工事としか書いていないんですけれども、こ

れは６街区ということは仲買のほうなので、多分いろいろな仲買さんの水産物の冷凍物が

入るような冷蔵庫と推測するんです。同じ豊洲市場の中で、大きな、高さで言うと４０メ

ートル級の冷蔵庫が、北と南という形で２つツインになるような感じが僕らはするんです

けれども、全く多分イメージが違って、この３－１のホウスイのほうは屋上緑化ができて

いるので、特に海側から豊洲の港というか、船が行き来するところからはちょうどきれい

に、あ、ホウスイのほうは見えないんですね、７街区ですから。６街区にあるほうは、船

が行き来するところから非常によく見える大きな建築物という形になるわけですけれども、

豊洲市場の前に、築地市場なんかは、冷蔵庫は築地の中になくて、豊海のほうに集中的に

冷蔵庫を持っていまして、冷蔵庫の大きな建物が連立して現存してあるので、多分そこを

兼用で使うのかどうかもわからないんですけれども、非常に豊海のほうは工場連とか倉庫

連みたいな感じのイメージがあって、景観があまりよくないような、景観は堅苦しい感じ

があるんです。そういうことは同じ豊洲市場の中で、こういう冷蔵庫の大きな建物が２つ

ある中の統一性というか、片方は屋上緑化はできないとはっきり書かれているんですけれ

ども、統一性みたいなものは話し合われる機会はないのでしょうかと思いまして、質問さ

せてもらいました。 

【髙垣都市計画課長】  今回、冷蔵庫棟ということで２件、専門委員会にかかってござ

いますけれども、豊洲のそれぞれの施設については、その都度、専門委員会のほうにかけ

ていただいております。統一感ということでは、東京都のほうで全体の計画を立てたとき
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に一体的なパースで描いてございますので、細部はそれぞれ別で発注して、こうやって別々

にかけてはくるんですけれども、もともとの基本の計画のときに、統一的な形では描かれ

ているということで考えています。 

【委員】  ありがとうございます。壁のデザインが、緑化の部分が３－１のホウスイの

ほうはあって、３－８のほうは壁面を少しはシンプルな構造にということで書かれている

んですけれども、僕らからすると、イメージとしては大きな建造物がどかんどかんとこう

やってあるイメージがどうしてもあるので、今度は色合いだとか統一してもらう、今さら

無理なんでしょうけれども。 

 あと、よくあるのは、メーカーの名前がどかんと大きく書かれていたりしますよね。仮

にホウスイさんだとホウスイとか、そういうような景観にかかわる宣伝効果みたいなもの

は、豊洲市場という統一したものであれば、少し配慮ができればいいんじゃないかなとい

うことを要望みたいな形にさせてもらいたいと思います。 

【島田会長】  先生、これは中でガイドライン持っていますよね。 

【委員】  はい。 

【島田会長】  そこを終わって、ここへ出てくるんですよね。 

【委員】  そうですね。 

【島田会長】  市場のこの一帯は、そこでもう一つのルールを持っておりまして、それ

をまず彼らがクリアした上で、ここに出てくるんです。今ご指摘の件は、したがって、そ

この細かいルールを、今、覚えていないんですけど、そこを通っていますので、基本的に

は統一をされて出てきます。 

 緑化については、実はここで専門委員会でもいろいろ申し上げてきているんですけれど

も、この冷蔵庫棟は、構造とか冷蔵庫ですので、緑化をするにはかなり難しい建物の構造

なんだそうです。詳細には今、覚えていないんですが。我々も、この壁面の緑化について

はいろいろ議論をしたところもあるんですが、とにかく冷やす施設なので、なかなか難し

いというお返事をそのとき承って、それでは仕方ないですかねと。それと、わりあい中側

なので、委員のご指摘のように、外から見える場所と、ちょうど隠れてうまく見えないと

ころと、いろいろあるんですけれども、そんな背景があったことはお話しできるかと思い

ます。それでよろしいでしょうか。 

【委員】  はい、結構でございます。 

【島田会長】  何か専門委員のほうで、もしご記憶のことあったら。よろしいですか。 
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 ほか、いかがでしょうか。 

【吉川都市整備部長】  会長、中村委員が見えましたので、ご紹介をさせていただきた

いと思います。 

 学識経験者といたしまして、中村浩紹委員でございます。 

【中村副会長】  弁護士の中村でございます。今日は別な委員会のほうに出ておりまし

たものですから、遅参いたしました。よろしくお願いいたします。 

【吉川都市整備部長】  中村委員につきましては、先ほど副会長ということで選任され

てございますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

【島田会長】  では、大体よろしいでしょうか。お忙しいところ中村先生来ていただい

た早々で終わらせてしまったら、申しわけないのかもしれません。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。では次に進めさせていただきますが、次第をごらんのとおり、

本日は次第にございます案件は、以上で終わりでございます。全般にわたりまして何かご

ざいますれば、ご発言いただきたいと思います。 

 はい、どうぞ。 

【委員】  もう今の件はよろしいですか。 

【島田会長】  はい。 

【委員】  この審議会の守備範囲について確認をしたいなと思って発言させていただき

たいと思います。 

 仙台堀川公園、小名木川から清洲橋通りまでの間を、仙台堀川公園そのものと、その両

サイドに東西に道があるんですけれども、区によるそれの改修計画がありまして、それが

平成３０年ぐらいですか、２９年からかな、実際に工事にかかっていくという案件があり

ます。 

 先ほどの区長のお話でありました、４つポイント、区民参加によるいい景観の形成、そ

れからシティー・イン・ザ・グリーンで、２３区の中でも江東区が一番水と緑が豊かだと。

これをいかに子孫に伝えていくか。あとオリンピックと区民の意識づくりとありましたけ

れども、この計画は、何か逆のことをやっているんじゃないかなという感じが正直しまし

た。 

 というのは、今、公園幅は３６メートル。両サイドに道があって、歩道、今、非常に狭

いんです。電柱が出ていて通りにくい歩道になっているんです。車道は両面交通なんです。

でも、ちょっと狭い。幅３６メーターの公園の中に、釣りもできる、いわゆる堀川があり



 -19-

ます。ここに水と緑があるんですけれども、それから桜もあります。もう桜の時期なんか

は、お花見、それから一つのコースになっていますね。江東区民以外の方たちも、ずっと

木場公園まで行くようなコースになっている。この公園部分３６メートルを、８メートル

削るんですね。東西、西、東、それぞれ４メーターずつ削って、道路部分を拡大すると。

拡大したものを何に使うかと言うと、一つは自転車道をつくります。それからもう一つは、

車道を、今、両面で対面交通できるんですけれども、それをよりしやすくするという、そ

ういう計画なんです。電柱は埋没すると。これは大変いいことで、そうすると歩道はより

通りやすくなる。それから、歩道があって、自転車道をつくって、車道は拡張する。歩道

と車道の間に街路樹を立てる。ですから、ここは今、緑がゼロだったところが増えますと。

だけれども、肝心の３６メートルある公園のところを４メートルずつ削る。堀川はなくな

って、それで浅瀬の、よく公園でありますけれども、途切れ途切れに浅瀬で子供たちが遊

べるような、そういうのをつくる。こういう計画があることを知りました。 

 そうすると、これって景観じゃないの、景観の一部、非常に重要な景観なんじゃないか

なと思いました。それから区は、まさに景観条例にも緑と水のことを言っていますし、そ

れで僕は、都市計画課のところに電話で１回、こういうのは審議会の対象にならないんで

すかと質問したときに、回答としては、建造物が審議対象だと言われました。確かに私も

これで２回目か３回目の審議委員ですが、建物については、ここでまさに今日みたいな議

論をされていたと思うんですが、よりよい景観をつくる、それから緑と水のシティー・イ

ン・ザ・グリーン構想をよりよくしていくんだというのは景観条例に書かれていますし、

その都市計画課の方の電話での回答を得て、もう一度、僕はこの審議会条例を読んでみま

した。都市景観審議会、３５条の第２項、「審議会は、この条例の規定により定められた事

項その他景観の形成に関する重要事項を審査し、審議するものとする。」と。この第２項の

その他条項、大体これは一般条項と言われて、これで広くカバーできると思います。この

都市景観審議会の目的は、よりよい景観をつくることで、条例に定められている目的とか、

第１章の第１条とか、基本理念、第２条のところを受けて、この審議会は、多分ある判断

をしていくんだと思うんです。そこの目的、この条例の目的、基本理念は、まさに緑、例

えば目的のところは、「区の水辺を生かし、歴史と文化を尊重し、並びにみどり豊かなうる

おいのある都市景観を創造し、育成し、及び保全するために必要な事項を定め、もって魅

力ある景観の形成に寄与することを目的とする。」と書かれています。単に建物の色がどう

だとか、建物の緑がちょっと足らないんじゃないかとか、まさに今の審議されたことは当
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然その条例の目的に沿ったものだと思うんですが、そもそも区が、行政自体が、ある景観

に影響を及ぼすような事業計画をつくったときに、この審議会はそれを審議対象とするこ

とができないのか。 

 ないしは、都市計画ですから、これは少なくとも道路課と、それから道路部というんで

すか、要するに道路をつくるセクションと、それから公園河川をつくるセクションが、多

分直接的にはこの事業に絡んでいるんですね。そうすると、今言った住民にとっての景観、

要するに緑と水豊かなまちづくりという観点から、例えば今回のリニューアルプランを、

どこの組織が、区の中で意見を形成して言うのかというのが、僕、ちょっとわからなくな

りました。 

 それで、今日はちょうどいい機会だなと思いまして、そういった意味で、まず区の行政

の中で、今私が言ったような観点から光を当てるところは、区の行政組織の中で一体どこ

なんでしょうかと。それから２つ目の質問は、こういうことがこの審議会の対象にならな

いのか。この２点を質問させていただきます。 

【髙垣都市計画課長】  仙台堀川の公園と、あと両側の道路の整備ということで、こち

らについては、委員おっしゃったように、あと何年かたったら工事という予定で進んでい

ます。私が聞いている中では、これから地元に入っていって、今、委員がおっしゃったよ

うな計画をお示しして地元のご意見を伺って、また直すところは直し、桜についてもどう

いうふうに残していくのか、水路は浅瀬にしたことで深かったほうがいいなという方もい

るでしょうし、子供が危ないのでやっぱり浅いほうがいいよという方もいるでしょうとい

うことで、いろいろなご意見をいただいて形にしていくということを、まず１点聞いてご

ざいます。 

 あと、審議会の対象になるのかということですけれども、電話でお問い合わせいただい

たときに、まず建築物なんですよというのはそのとおりでございます。ただ、建築物とい

うことで、通常、公園の改修のときには、委員会にかけてございません。ただ、緑に関す

る事項ということで、かなり大きな緑がある場合には届出事項の一つにはなっていくのか

なと、まだ計画自体がはっきりしていないところなので、どこの木を例えば移したりとか

というところまでは、まだはっきり決まっていないということで聞いていますので、それ

がわかった時点で、これに該当すれば届け出があるんだろうと。通常はそれで終わってし

まうんですが、今、委員のおっしゃったように、３５条で、３５条の２項であるとか、ま

た３項のほうに、「景観の形成に関して区長に意見を述べることができる。」という事項も
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ございますので、この審議会の中で皆さんのご意見として、こちらでやるべきじゃないか

というご意見があれば、また事業課のほうと調整させていただきたいということは考えて

います。 

【委員】  ありがとうございます。まず、調査の予算取りはもう既にできているという。

この前の説明会でも今年、ある意味で非公式な説明を、例えばそのエリア関連の町内会の

会長さんとか、そういう方に説明はされているんだそうですね。だけれども、一般化はさ

れていないと。区報で１回、アンケートをとり、それが区民の意見はこうですというので

引用されたと。でも調査はしていないと、という説明を区の方からお聞きしました。 

 私も区報を見て気がつかなかったんですけれども、そこにアンケート募集、意見募集、

そこで出てきた意見が、区民の意見という形で出ているんですね。私は、そういうのでは

なくて調査をされましたかと質問しました。区民の意見というか、アンケートとかですね。

そういうのはある一定数のサンプルが必要ですから。それでその調査もされていなかった

ということがわかりました。大規模な改修工事ですから、今回のような区報誌による簡単

な区民の意見収集というだけじゃなくて、また説明会やればいいという話じゃなくて、専

門的な知識のある方にもそれを見ていただいて、まさにこの審議会でいろいろと審議され

ているような専門的な観点、それから区民の代表もいるわけですから、区民の観点、そう

いうのを時間をかけてある程度やらないと、いけないのではと思います。これは１９７５

年頃は仙台堀川公園って、単なる堀川だったんだそうですね。ところが今はほんとうに立

派な公園になっているんです。これを先ほど区長さんが言ったけれども、壊すのは簡単な

んですよね。ばーんと公園を狭めてしまうのは簡単。それで車道が広くなり、車が通りや

すくなり、自転車道ができるのはいいんですが、そのためにせっかく約４０年か５０年ぐ

らいかけてつくってきた緑を削っちゃったら、もう戻すのは大変で、多分なかなか戻らな

いんだと思うんです。しかも、両面交通、これは両サイドたまたま広い道がありますから、

これを片側一方通行にすれば、車にとっては不便になるかもわからないけれども、道路機

能を大きくは阻害しないんですね。 

 この計画全体がおかしいというんじゃなくて、代替もあるという中で、なぜ約半世紀か

けてつくった公園を、計８メーター削っちゃうのか。僕はこの景観は、江東区の重要な景

観の一部であり、財産だと思うので、ここで審議、調査されたらいいんじゃないかなと、

今のご説明を聞いた上でも思っておりますので、今後どういう取り扱いかわかりませんが、

一応私の意見としては、そういうことを述べさせていただきます。 
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【島田会長】  ありがとうございます。事務局、何か、いいですか。 

 どうぞ。 

【髙垣都市計画課長】  今いただいた意見を、まず所管に伝えたいと思います。ここに

お集まりのさまざまな専門家の皆さんであるとか、区民の皆様いらっしゃるので、そのご

意見をいただくというのも一つの選択肢かなとは思うところもあります。何分、所管があ

ることですので、まずは今の委員の意見を伝えて、またその後は委員長にもご相談さしあ

げて、どういうふうに扱っていくかというところは決めていきたいとは思っております。 

【島田会長】  私は状況とか経緯をよく承知していないので、個人的意見で大変恐縮な

んですけど、今まで江東区さんにいろいろかかわらせていただいて、今、委員のおっしゃ

られることをお聞きして、今後の、要はせっかく今日の会議の冒頭で区長さんもあのよう

にお話しされていましたけれど、今回のことが今後の何かトラブルになったりとか、行政

と区民の皆様との何かいろいろ行き違いが生じたりしないように、いろいろうまく協働し

て話し合って連携してというお話がございましたので、先ほど課長さん、私と後で、話し

合ってかな、意見も聞いてとおっしゃったかな、私が勝手には決められないですけれども、

何がしかの方法でうまく整備が進展していくのが多分一番いいと思いますので、それに関

して、景観からのいろいろな配慮を、できるだけのことをするというのは当然だと思いま

す。そのあたり、私も同じようなことを考えています。今日のところはすいません、この

ぐらいの発言でお許しいただければと思います。 

【委員】  とんでもありません。景観に係る案件がありますので、一委員として、ご検

討いただければということで発言いたしました。 

【島田会長】  どうもありがとうございました。それでは、よろしいでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【委員】  ほんとうに冒頭の区長のお話の中で、みんなでつくる、協働して景観をつく

っていくというお話がありました。そのお話の中でクリーニング店の事例なんかのお話が

ありましたが、景観づくりに関して、区民への呼びかけ、意識啓発というのはしっかりし

ていかなくちゃいけなくて、それとあと、今日のこの大規模建築物などについての報告が

ありましたけれども、なかなか専門委員会で協議しても難しいところがあるわけです。セ

ダムのこれはどうだったんですかという質問もありました。 

 ですので、事業者も含めた意識啓発、委員もお話しされたような、区民がすれ違いで、

ボタンのかけ違いで、逆にそこでいざこざになって、そうしたら全く反対なわけですよね。
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そんなことがあるので、意識啓発を図っていくというのは地道にやっていかないと、ほん

とうに２０２０年のオリンピックだけじゃなくて、その先のこともずっと進めて考えてい

かなくちゃいけないわけですけれども、おそらく２０２０年に向けて加速していくことが

必要だと思うんです。そのときに、いざやろうというときに、ちゃんと地固めというか、

そういったことをしていかなくちゃいけないと思いますので、その普及啓発に関しては、

しっかり考えていただければと思います。 

 以上です。 

【島田会長】  ほか、よろしいでしょうか。今、委員からの発言にもありましたように、

一応会長として、多分皆さんのご意見は同じかなと思いますので、そういう気持ちで事務

局とお話をさせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

 ほか、よろしいですか。 

 それでは、本日は以上で案件を終了しましたので、これをもちまして江東区都市景観審

議会を終了いたします。なお、次回の審議会については、日程が決まり次第、事務局から

連絡しますので、よろしくお願いいたします。本日は、どうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


